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ランタノイド存在下における Methylosinus trichosporium OB3bの

グリセロールによる増殖阻害とその回避メカニズム 

 

椎名 渉 

 

【はじめに】 

Methylosinus trichosporium OB3b (OB3b株)は、メタンを単一の炭素源として生育する

ことができるメタン資化細菌である。メタン資化細菌は、メタンモノオキシゲナーゼや

メタノールデヒドロゲナーゼ(MDH)などの一炭素化合物の代謝に関わる酵素を有して

いるが、多炭素化合物の代謝についてはあまり知られていない。例えば、細菌の炭素源

や凍結保護剤として用いられるグリセロールは、メタン資化細菌の増殖を阻害する 1) 

がそのメカニズムは明らかになっていない。本研究では、OB3b株におけるグリセロー

ルとランタノイドイオンによる増殖阻害のメカニズムの解明を目指した。また OB3b株

の工業的な応用に向けて、グリセロールによる増殖阻害を回避する手法の探索およびそ

のメカニズムの解明を目指した(Figure)。 

【結果と考察】 

グリセロール耐性株の解析と OB3b株の Lnトランスポーターの同定 

セリウムイオン存在下で培養した OB3b 株のグリセロールを用いた凍結保存菌体の

作成の過程で生じたグリセロール耐性株を用いた。単離した株を全ゲノムリシーケンシ

ングしたところ、TonB 依存性トランスポーターをコードする遺伝子上の機能喪失変異

を同定した。比較ゲノム解析から、この遺伝子は、Methylorubrum extorquens AM1の Ln

トランスポーター遺伝子 lutHのオルソログであることが明らかとなった。OB3b株にお

ける lutHの機能を調べるために、OB3b株の lutH破壊株および lutH補完株を構築し、

これらの MDH 発現パターンを調べた。その結果、完全長の lutH と Ce3+イオンの存在

が XoxF1の発現に必要であったことから、OB3b株の lutHは Lnトランスポーター遺伝

子であると考えられる。 

変異株の出現とグリセロールの関連を調べるために、強い増殖阻害が起きるグリセロ

ールと Ce3+イオンの存在下で OB3b野生株の実験室進化を行った。2回の継代後に単離

した株は、グリセロールと Ce3+イオンの存在下での増殖阻害が緩和された。単離した株

は、Ce3+イオン存在下でも XoxF1が発現せず、lutH上に機能喪失変異があることが分か

った。この結果から、(1)グリセロールと Ce3+イオンの存在下での培養によりグリセロー

ル耐性株が生じること、(2) lutHに機能喪失変異が入り Ln3+イオンが取り込まれなくな

るためグリセロール耐性を獲得することを明らかにした。 


